
①赤木名処理区は奄美市笠利町の中心地であり日本の重要湿地500選に選定されている笠利湾に隣接した処理区である。下
水道未整備地区であり，公共水域の水質環境及び地域住民の生活環境改善を課題としている。
②汚水処理施設の新設及び管渠施設による面整備を実施する。
③笠利湾を含む公共用水域の水質保全及び地域住民の生活環境の改善を図る。

事業内容

位 置

事業箇所

事業進捗

v

v
事業計画区域

写真・イメージパース等

かさりちょう あかきな

（笠利町赤木名）
汚水整備
事業計画区域 56.1ha
処理場処理能力 550m3/日

面整備（56.1ha）
R6d末整備率 68.9%

赤木名浄化センター
（R2年度完成）

事業計画区域

事業効果

笠利湾を含む公共用水域の水質保全及び地域住民の生活環境の改善が
図られる。

①

①

下水処理施設
（奄美市赤木名浄化センター）

【令和２年度完成】

家庭等から流される汚水をきれいな水にして海へ返す

②

②

公共下水道の整備促進

２．サンゴ礁と海岸の保全－公共下水道，集落排水施設，合併処理浄化槽等の整備促進
生活排水対策室


